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前 作 物 の差 異 が後作 ナ タネの生育 収 量 に及 ぼす影 響
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討 した結果を報告する。
1 ま え が  き

2試 験 方 法  .青森県におけるナ′ネの栽培面積は ,年 減々少 し,1978

年は 596 haま で減少 した。これは,従来パレインョとナタ   試験場所 i 青森県畑作園芸試験場 ,園芸部

ネの組合せや,ナ タネの連作等による作付体系がとられて   試験年次 :  1976～ 1977年

きたが,近年パレインロと収益性の高い野菜類 との組合せ   試験区の構成 :

体系が進められ,こ れがナ′ネ作減少の誘因と考えられる。    主な耕種法は表 1に示 した。供試作物は,野菜類 とし

したがって,ナ ′ネ作を推進するためには, 今後とも栽  て,パ レイショ(標準 ), ニンジン,ス イートコーン,エ

培面積の増加が見込まれている野菜類との組合せによる,   ダマメの4作物と,地力維持の観点から,緑肥エンパク,

合理的な作付体系の確立が望まれる。            緑‖巴トウモロコシを併せて検討 した。ナタネについては ,

これには ,ナ タネの前,後作の組合せの検討が必要で,   各作物跡地とも同一耕種法で栽培 し,年次は,は種年次で

1976年 から一連の研究を行っているが,こ こでは野菜類お  ある。緑肥作物は,収穫物の全量をナタネ,は種前にすき

よび緑』巴作物について,ナ ′ネの前作物としての適否を検  こみを行った。

表 1 ナタネ前作物および後作ナ′ネの耕種概要

年で,1976年 より生育はやや劣った。
3 試験結果 と考察 収量は,両年次とも低温の影響を受け,パ レインョ,緑

1 ナタネ前作物の生育 と収量             1巴 エンパク以外の作物は,平年収量をやや ド廻った。

前作物の生育を年次別にみると,1976年は 6月 中旬から   2 ブ‐タネ前作物の跡地土壌の化学性

7月 中旬にかけ,やや低温寡照に経過 し,各作物とも生育   各作物跡地の土壌分析結果を表 2に示 した。これによる

は緩慢 となり生育の遅延もみられた。 1977年はさらに低温  と,ニ ンジン跡地では置換性Ca,置換性Mg,置換性Kの

表 2 ナタネの前作跡地土壌の化学性
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含量 ,,塩基飽和度が高い数値を示 した。これは ,土壌改良

資材を投入 したためと考えられる。また,置換性 Ca含量

はスイー トコーン,パ レインョ跡地でやや高い数値 を示 し

たが ,そ の他の化学性については大きな差 |よ認められない。

このことから跡地士爆 の化学性に差はないものと半l断 され

る。

3 ナタネの生育

生育経過の概要 : は種の適期は 8月 第 5半 旬から9

月第 2半旬まであるが ,1976年は ,月 16日 ,19'7年 は 9月

2日 に行った。 1976年は前作物エダマメ(中育 1号 )の収

穫がパ頂刻民により遅延 したため,は種期をこれにあわせ ,

全区とも晩播 した。は種後の天候はパ頂で発芽 ,生育 とも

遅延し越冬期に入った。根雪期間は88日 で平年より16日 長

表 3 ナタネ生育調査 (越冬前 )

収穫物調査では,子実収量 ,1977年のニンシン,ス イー

トコーン跡地は,パ レイショ跡地 (標準 )に比べ5～ 10%
の減収 となったが,そ の他の跡地では4～ 12%増収となっ

た。千粒重は ,前作物による差は認められなかったが,菌
核病の罹病歩合の高いほど小粒 となり,減収傾向を示 し

た。

越冬後調査では,越 冬前同様ニンジン跡地の生育は良好

であるが,乾物率は低い。エダマメ跡地 ,緑 1巴 トウモロコ

ン跡地ではやや繁茂 した。また,越冬前生育の良好であっ

たパ レイショ跡地の生育が劣るなど,越冬後の生育は,は
種期や根雪期間 ,前作物等による一定の生育差はみられず,

特に乾物率については判然としなかった。

4 ナタネ越冬前養分含有率

1976年 に越冬前の作物体養分含有率を調査 したが,は種

期が遅れ,不順天候と相まって生育が遅延 し,生草重が少

なかったため,前作物の差異による,養分含有率には大き

な差は認められないが,ニ ンシン跡地では葉身のP20。 と

表 4 ナタネの成熟期および収穫物調査

かったが,雪害は少なかった。

1977年 は,は種後高温多照 となり順調な生育で越冬期を

迎えた。根雪期間は,3日 で平年に比べ21日 長 く,雪害は各

区に見られたが被害は軽微であった。

ナ′ネの生育状況 : 越冬前と越冬後に調査 し,前 作

物別の生育を表 3に示 した。越冬前調査では,は種期によ

る生育の差が大きく,早 まき(1977)に より生育量が増大

し特に草丈は高く,茎葉重 ,根重は重 く,そ の乾物率も高
い。また,葉数は10～15棄多い等,諸形質がまさった。

前作物ガ1に みると,ニ ンジノ跡地は,草丈高く,茎葉重

は重いが,乾物率は低 く,徒長の傾向を示 した。スイート

コーン,エ グマメ跡地は,パ レイン●跡地 (標準 )に比べ

やや劣った。

〈越冬後 )

K20の合有率が少なく,ス イートコーン跡地で高い数値を

示 した。 しかし,越冬性や越冬後の生育に及ぼす影響は認
められなかった。

ナ′ネ成熟期及び収穫物調査結果 : 成熟期調査では ,

草丈は,は種期や前作物による差は小さいが,越冬前後を

通 じて生育の良好であった‐ンジン跡地は,草丈高く,主
事着奏数はやや多くなった。しか し菌核病の発生が早 く,

罹病株歩合,被害率とも高かった。また,緑肥エンパ ク跡

地は,草丈低 く,主茎着奏数は少なく,菌核病の被害も少

なかった。他の区はパレインリ跡地 (標準 )に比べ諸形質
がやや劣った。

ナタネは,ニ ンジン,ス イートコーン,エ ダマメ等 ,野

菜類 との作付体系が可能であ り,特に問題 とならないが ,

ニンシンの後作では徒長を抑えるため,施肥量をやや減ず

るほか,菌核病の発生に注意 し防除に努める要がある。ス

イートコーンの後作では,生育がやや劣るので施肥量をや

や増やす必要があると思われた。ェダマメの後作はパ レイ

ショ後作同様安定 した収量が得られた。

また,緑肥鋤込みの効果は高く,鋤込量や年次による収

量の差は少ない。緑肥 トウモロコンは緑肥エンパクにやや

まきる傾向がみられた。

知1作 付方式の分布と動向 (東北六県及び新潟県にお

ける ).農業技術協会 43-73(1958)
戦後農業技術発達史 第 6巻 ,工業原料編 財EU法

人 日本農業研究所編 74-75(1971)
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